
NO 3

部門 新築 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 須磨海浜水族園 所在地 兵庫県神戸市須磨区

用途 その他（水族館） 延床面積 22,169 ㎡

設計者 株式会社竹中工務店大阪一級建築士事務所 施工者 株式会社竹中工務店（予定）

事業期間

概評
井水や海水を積極的に活用し、温度差利用やゼロウォーターアクアリウムを目指す取り組みは、水族
館ならではの省CO2対策として評価できる。SDGｓに貢献する取り組みも含めて、来園者などに分かり

やすい広報・情報発信を行い、波及・普及につながることを期待する。

参考図

須磨海浜水族園　再整備事業

株式会社サンケイビル
三菱倉庫株式会社/JR西日本不動産開発株式会社

株式会社竹中工務店/阪神電気鉄道株式会社
芙蓉総合リース株式会社/Daigas エナジー株式会社

提案
概要

神戸市のPark‐PFI事業として実施する水族園・海浜公園施設の再整備プロジェクト。飼育生物の生命
維持・繁殖と多大なエネルギー・水消費の抑制等の課題に対して、エネルギーと水の効率利用、来館
者・スタッフの健康性・快適性の向上、過去の被災経験を生かした生命維持・BCP性の確保などを目
指し、今後の水族館・公園施設整備計画の先導性を発信していく。

事業
概要

2021年度～2023年度

 

■エネルギーの環境負荷低減 ■水の環境負荷低減 ■来館者・スタッフの健康性・快適性の向上 ■被災の経験を活かしたBCP

採用した各種設備手法

■画像センサーによる密集域の見える化

■画像センサーによる人員移動・配置を
把握し、適切な空調・換気量の制御

⑤密回避等感染防止対策

■3棟間で熱源水ネットワークを繋ぎエリア
全体での中温熱融通を行う

■非常時には熱源水ネットワークを介した
低高温送水による熱供給

熱源水ネットワーク(CGS除く)

■中圧ガス認定導管と非常用発電機兼用
CGSによる停電時の保安・防災への対応

■CGSと中圧ガスによるBCP性の確保

CGS排熱の利用による高効率運転
■
■

熱源水ネットワーク(CGS)

ZWA(ゼロ・ウォーターアクアリウム)の達成

⑥超節水型ろ過システム

■FMフィルタろ過器にて、逆洗の海水及び
排水量を減らし、下水への負荷を低減

④除湿・除塩システム

■バックヤードの換気・空気質改善(除湿・
除塩)により、スタッフの作業環境・生産
性の向上、水族館設備の劣化防止

■飼育排熱利用による除湿再熱システム

⑦海水の沖合自然導入方式

■沖合自然導入方式による無動力取水

■プールオーバーフロー水の再利用

アクアライブ棟

■水冷外調機による高COP運転とVAV制御

■水冷ビルマルによる高COP運転

■飼育熱源との熱源水カスケード利用に
よるポンプ動力レス水冷空調

イルカ棟

■水冷外調機による高COP運転とVAV制御

■水冷ビルマルによる高COP運転

■飼育熱源との熱源水カスケード利用に
よるポンプ動力レス水冷空調

オルカ棟

■水冷外調機による高COP運転とVAV制御

■水冷ビルマルによる高COP運転

■飼育熱源との熱源水カスケード利用に
よるポンプ動力レス水冷空調

①各棟の空調システム

③スタジアム暑熱対策システム

■環境適応を促す屋外空間の暑熱対策

■自然風と連動した送風システムによる
■観覧者の快適性向上

■井水熱及び海水排熱利用による、
■観覧席の冷却と観覧者の快適性向上

■屋内設置による空調機器の
塩害対策と高寿命化

②井水処理設備の高度利用

■節水と井水・海水利用による
ゼロウォーターアクアリウムの達成

■ 給水本管の破断時も井水の利用により
■ CGSの冷却

井水を利用した便所水の確保
■
■

井水を利用した非常時の飲料水の確保
■
■

■井水熱及び海水排熱利用による、
■観覧席の冷却と快観覧者の適性向上

■バックヤードの環境改善システム（除湿除塩）

■課題
・バックヤード海水水槽室は結露やサビが
発生しやすく湿度、塩気への対応が必要

・水族館スタッフの作業スペースの環境が
悪く、快適性の向上が必要

■対策
・高効率熱交換器搭載ファンの導入
・外気除湿による室内湿気を減少
・外気結露時の除塩による室内塩気を除去
・冬期は外気を温め、室内温度を上げて結露対策

除塩フィルター 除湿コイル再熱コイル

7℃ 17℃
38℃ 33℃

海水槽

多湿・多塩
外気

除湿・除塩概略図（夏期運転時）

発湿・塩分

サステナブル省CO2先導型事業
災害時の強靭性向上に資する天然ガス

利用設備導入支援事業費補助金


